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20＼80回線の適用範囲をもち,

要 旨

斤舶凍中継台を設けて専任の根老を置く方式とL･ても,ノ自う線中継台を設けず一

句浅内線が局線に応答する分散中継台方式とLても使える小容量クロスバ構内交換位を開発Lた(つ小容量ながら

全共通制御クロスバ方式を採用Lたので,豊富な付帯機能をつけることができ,

ルディンダブロック式の+‾Pほ貸方法を才宋用したのノラ設置工事力渦軒になった:

1.緒 日

脚明づ二葉20＼30L朝練程度の小容量隅内l′Ⅰ動交換機ほ,回転スイッ

チ式,全リレー式)1ミ主涜を占めてこおり､クロス/ミ化から取り残され

た感が強く,わずかに日立製作所か奉呈作販売する内線安手量40回線の

DAX2C形クロスバ交換扱があるのみであった｡DAX2C形は分散

中継子｢方式専用の交換機であり,内線容量40回線と比較的′+､さかっ

たので,中細冶方式にも使用され,内線容量のも一)と大きいクロス

′こ交換機の｢那芭がヨほれていた.‥DAXl形はこのような繋望に冷え

て設計されたもので,日本電信電話公社の標準仕様部占戸lであるクロ

スバスイ､ソチ,ワイヤスプリングリレー,リードリレーなど/)ヰ安

部L后【-として使用され全共通制御方式が掠用されているので,rVl貿

が安定で長寿命であー),動作は静かで,そのうえ付帯擬能も非常に

～!ゞ二富である｡また電源電.臣の許容変動範刑も,-42～¶56Vとソ(幅

に珪Jずられたので,電瀕装置の簡略化も可能になった｡

2.概 要

DAXl形ほ内線20回線分か一つのキャビネットに実装されてお

り,ビルディングブロックによる20回線単位の増設が可能である｡

芯本架lこほ,マーカ,レジス_タなどの共通制御装置と,電源整流器,

信号器などを実装Lているため,これらの無い脚設架の2倍の高さ

になっており,増設架,付帯装置架は道本朱の上へ1架,前へ3米

紙み重ねのものをj臣べて設置する｡架の構造は後述するように,キ

ャビネットと機器実装架を一体化した新しい形式で,二重ゲート構

造であるから壁面に密着Lて設置できる.｡さらに架間の布緩もプラ

グイン化されているので工事は非常に簡単である｡局線トランクも

プラグイン接続になっており,いろいろな局線数の要求にも止こじら

れる｡図】に40回線実装のDAXl形クロスバ自動交換機(基本架

1架,増設架1架の績み重ね設置)の設置状態の写真を示す｡.

DAXl形iこは,無ひも中継台式と分散中継台式の2種煩がある｡

無ひも式は局線10回線用あるいは21回線用の卓上形直結式の無ひ

も中継台とともに設置されるが,局線5[司線以下ではボタン電話機

を簡易中継台とLて使用することができる｡また特殊仕様として有

■ひも中継台を使用することもできるし一分散形は,局線中継台を設け

ず,着信后)線に任意の内線電話機から托1答する方式で,ダイヤルに

よる応答を標準にしており,応答した局線ほコールバック,トラン

スフ7により任意の内線に転送できる｡応答操作は,ボタン付電話

機と付加装置を追加することにより,ボタン操作iこすることもでき

iヨ立製作所戸塚工場

図1 満 了方 去 こ7)

什す･ちに設置さ二～1た

40 回 線 DAXl形

クロス/てl]郡安換樽

▲ ● ●

またプラグイン接続によるビ

表1 運用方法によ る無ひも中継台方式の分類

媚苧和い鷲邪呼箭r順への桜紙無 J 弓)

小継台式A

無 ご､も

中継台式B

無 ひ も

中継台式C

転
送l夜鮎駄品

中継台に_ナ言いて

扱者ユう虹答

中継台こおいて

旗老が応答

‾‾‾雷雨丁中藤百了三
おいて扱者が妃二
答 夜間:内線
が〆で+｢′ンにて

L己答

･1-1継台において

扱者が接続

中継台において

扱者が接続

昼間:中継台にお

いて後者が接嘩
夜間:コール/ミッ
ク トランスファ

にて転送

再呼じごで扱者を

呼州し,扱黄の

操作で転送

コールハ･ノ ウ

ランスファで転送

(政吉の操作なしj

コーノンハック
L

ランスフ7て転送

(扱者の操作なLJ

相通芯試供また

は転送用′′旨訴機

へ切換

l】′】:通電.言il機また

は転送川fじ言1機

へ切換

穿甑中廟
切換

方式に
間の

さ⊥1に宙
別幾への切換

+之一旦壁

る〔ノ.分散形ほまた,無ひも中継台と付加装置を追加することによ仁),

無ひも中継台式として使用することも可能で,昼夜によって分散形,

無ひも形の切換使用も可能である｡

3.中継台方式

局線中継台としては,有ひも式,無ひも式のいずれも可能である

が,小容量の交換機では有ひも式が使われることほほとんどないの

で,無ひも式局線中継台方式について説明する(一

無ひも中継台方式を運用方法によって分煩すると,表1に示すよ
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図2 ボタン電話駿を用いた5回線局線中継台

立

図3 事務室の一部に設置された10回線卓上形無ひも中継台

れ･11)｢1
ト1 日＼･＼'T トID宇1

凹
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ATT 局線中継fi h･t マ一千

BWT 局線向七向トランク ト′lDF 手配線璧

EXT 内線電話粍 (〕FT 割込ふトランク

F フ レーム (〕fつCT 拙者呼出トランク

HWT ハウラトランク ()R 発信レジスタ

10T 内線相互トランク 上)OS 座席回路

PR ポジションレシ丁スタ

(卓上形無ひも中継台の場合)

図4 無ひも中継台式A中継方式囲

うになる｡Aの方式が最も一般的であるが,転送が非常に多い所で

は扱者の負荷を軽減するためにBの方式を採用すればよく,夜間扱

者が帰宅したのちも昼間同様の運用をしたければ,Cの方式を採用

すればよい｡また中継台の操作も,図2に示すボタン電話機と,図

3に示す卓上形中継台によって多少異なる｡ボタン電話機を用いた

場合は,内線の呼び出しをダイヤルで行なわなければならないが,

卓上形中継台を用いた場合はダイヤル上部の数字ボタンで呼び出す

ことができる｡局線が5回線以下の場合にほいずれの中継台を用い

てもよい｡いずれの中継台も応答,接鼠 三者通話,分割通話,話

中内線への割込,保留,強制切断などの棟能を備えており,操作は

非常に簡単である｡局線とは直結式になっており,局線ごとに設け

られたランプが局線トランクの状態を表示するので,常に全局線の

評 論

さし)忙m

∈
∈

ご

第50巻 第10号

253mm

国5 卓上 壁掛兼同着信義示盤を卓上形として倖_二､た場丁‡

状態をは超することができ,中継台における放都?損作の状態ほ,

電けん内蔵のランプによY一､て表示される｡

図4は無ひも｢こト継台式Aで,車上形無ひも中継台を陸別した場合

の中継方式図であるごハウラ自動送出機能,局線市外接続制御("00,,

ストップ)機能を基本粍能としている｡

4･分散中継台方式

分散中継台方式とは,局線中継台を設けずに内線にその機能を分

散したもので,局線から着信呼があると着信表示盤または電話機に

表示される｡応答操作によ･一つて局線に接続され発呼老と通話でき

る｡着信呼を他の電話機に転送する場合は,コー′しバい′グ,トラン

スファ機能を開いて行なう｡したがって分散中継台方式の自動交換

機にほ,発信申屑の局線を除く全局線数と同数またはそれ以上の局

線に応答できる電話機が必要であi),これら電話榛の使間者に着信

を表示する個別あるいは共通の表示盤と,着信呼を所望の電話機に

転送するコー′レバック,トランスファ機能が必要である｡また,局

線発信に対L甲.準甲などのサービスクラスを設け,ゼイヤルによ

る局線市外発信,局線全発信を制限するような場合には,市外発信

用の制限のない電話枚を設け,必熱･こ応じて局線に発信した場合に

もコールバッグ,トランスフrrを行なう横能をつけ転送を可能にす

る必要がある｡また手動即時市外申込みの場合ほ発信局線番号照合

が行なわれるので,使用局線番号をチェ､ソクする機能も必須のもの

である｡

DAXl形ほ,このような分散中継台方式の特長を十分生かすよ

う,いろいろな配慮がなされている｡まず局線に応答できる電話機

に制限を設けず,任意の電話機で応答できるようダイヤルによる応

答方式を採用している｡したがって特殊な電話機を必要とLない｡

Lかしボタンを使って応答の操作を簡単にしたいという要求もある

ので,このような要求に対しては付加装置を付け,押L.ボタンが1

個ついた特殊電話機を使用することにより,ボタンを押しながら送

受器を上げると局線に応答できるようにも考慮されている｡局線か

らの着信を表示する着信表示鰍こほ小形の卓上 壁掛兼用着信表示

盤と大形の壁掛形着信表示盤があり,局線ごとに着信表示,話中表

示が行なわれる｡局線番号のチェックは,着信表示盤の話中ランプ

をダイヤルで点滅することによって行なわれる｡図5は卓上 壁掛

兼用着信表示盤を卓上形として使った場合,図占は壁掛形として使

った場合,図7は大形壁掛着信表示盤の写真である｡
局線市外ダイヤル接続を制限された電話機を設けた場合の,市外

発信用電話機として,接続制限のない,特甲電話機を設け,この電

話枚の所へ行って市外発信する方法を採った場合は,交換機に発信

転送機能を設ける必要はないが,市外発信した呼を任意の電話機に

転送したい場合には発信転送棟能が必要になる｡DAXl形ではコ

ールバックするため局線を保留するときの信号としてダイヤルを用

いているので,発信転送を可能にするためには,局線トランクにお

いて局線へ送出する被呼老番号かコールバック信号かの区別をす
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図8 分散中継台方式における局線着信呼の処理方法

る必要がある｡局線から被呼者の応答表示が得られる場合は識別可

能であるが,必ずしも応答表示は得られない｡この点を考慮して,

被呼老の応答表示によって転送を可能にする方法のほかに,親局が

応答表示を返さないH形局の場合のために図2に示す無ひも中継台

として用いたと同じボタン電話機を用い,これに5回線の局線を収

容し,局線対応のボタンを押すことにより局線を描そくし,この場

合に限りボタンでコールバック信号を送って発信転送を行なう方法

を採っている｡

図8はDAXl形の分散中継台方式における局線着信呼の処理方

法をフローチャートに表わしたものであり,図9は標準中継方式図

である｡分散中継台方式の場合も,/､ウラ自動送出横取 局線市外

接続制御("00”ストップ)機能を基本機能としているほか,コー

ルバック,トランスファ機能を備えている｡
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図9 分散中継台式標準中継方式図
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仕様:内線40回線局線8回線
内線相互トラソグ4回路

発信レジスタ 3回路

無ひも中継台式

分散中継台式切換方式

寸法:固定部奥行110mm

(表面とびらをはずし,ゲーtl部分を開いたところ)

囲10 40回線DAXl形クロスバ交換磯設置状況

5.構 造

小容量交換機の架の構造にほいろいろな方式が採用されている

が,共通していえることはキヤ･ビネットタイプであり,壁面に密着

して設置でき,回線数に応じビルディソグブロック式に増設できる

ことであろう｡増設の方向にほ,上下に積み重ねていく方法と,横に

並べる方法があり,機器とう載わくをキャビネットから引き出す方

法にほ,支点を中心に回転によって引き出すゲート式と,本箱から

本を引き出すように手前に引き出すブック式がある｡これら従来の

方式はいずれも機器とう載わくをキャビネットに収容する方法を採

っているので,部品点数が多く原価高になる傾向があった｡DAXl

形ではこのような欠点をなくすため,図10に示すように機器とう載

わくとキャビネットを一体化した構造が採用されている｡基本的に

ほクロスバ標準架わくをゲート構造にしたものであるが,外観をよ
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岡11 プラグインによる架間接綻部

くするため米l勺にケープノし収れ祁を∫i退け,ケーブルか外J■ポカゝレJ見え

ないようにし,キャビネットとしての機能も持たせている｡

†札没の方法も,構み削ユJ℃と納得掛取毛を仲1Jし,一丸瑞もノ【〔木製

を岬7設架の2倍の大きさにすることによって,J+ご与ヒ内舛に応じた久じ

砧とし,スペースの有効利用をi朴こ,ている.｡

図11ほ図10のわく内のJ甘;分の拡大ニゾ打･′さ,プラグインに∴る欠

l了i】接続部分をホしているしつ

d.付 帯 機 能

DAXl形は全妓通制御方式のクロスノミ交換機であるか上ニJ,小糾iミニ

の交換傲であるにもかかわらず,l!呈富な付帯機能をも_-,ている 表

2は上要付帯機能を示したものである｡

7.接続動作概要

図9の分散小継台式標準中継方式i郎)場合について接続動作J)純

要を湖明する｡

7.1発信音接続

内線発呼老EXTAが送受諾詩をLげると,マーカMの制御により

フレームFを通してあき発f六一レジスタORへ接続され,肘戸ミ‾レジス

タORから発呼老EXTAへ発†.吉井が道川される′′.按紋のノ亡丁によ

りマーカMは復IRする｡

7.2 内線相互接続

脚平老EXTAが発信音を批､たのち,l勺練EXl'Bの番ぢせダイ

ヤルすると,被呼者番号ほ発†言レジスタORで計数苔桃される〔発

信レジスタORほ苗横完了後マーカMを起動し 抵呼老EXTBの

番り`を転送する｡マーカMはあき内線相互トランクIOTをj呈紺J揃

そくするとともに,被呼老番号を収容位置に翻訳し,柳平内線

EXTBと内線相互トランクIOTの問を接続する｡続いてマーカM

は発信レジスタORに記憶されていた発呼内線EXTAの収容位置

を受け入れ,捕そく中の内線相#トランクIOTの充呼側と発呼内線

EXTAの問を接続する｡接続`完了によりマーカMほ復旧し 内線

相互トランクIOTからは被呼内線EXTBへ呼臼¶言鞍カ;,発呼内線

EXTAへは呼出音がそれぞれ送汁1される⊂.被呼弟の応答により呼出

信号および呼出音の送出ほ停止され,通話にほいる｡

7.3 局線発信接続

先呼老EXTAが発信音を聞いたのち,"0”をダイヤルすると,

この番号は発信レジスタORで計数甚供される｡ノ.発信レジスタOR

は"0”を蓄積するとただちにマーカMを起動し番号を転送する｡

マーカMほ番号"0”によF)局線発信であることを識別L･,あき局

線両方向トランクBWTを選択描そくするとともに,発fこレンスク
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ラインロック了ウト

J- ン ノニ ブ ′･ニ
ー リ

r勺紙代 夫 請 号

送転間夜

良 師 離 内 繚

私設裸,咋用稚

二光同個別呼=

料 金 配 分

(市 内 通話 用)

料 金 配 分

(∵巾l人】,市外通話用･

テ ナ ン

小 在 転 i竺

注1
コ ー

/L ′､ソ ク

ー ラ ソ ス ▲ノ･7

地域別市外;即日¶

l'寸劇Jモ ′一首l勺

話中の塀TT

線路耶害のとき,その回線を自軌杓にロ

番号の決め方に融通性をもたせる撒綻

日動的にほかの電話機へ接続する傲能

夜間,扱者が帰宅後,局線からの着信呼を夜間受付滝託

隣で受仇 転送する機能

線路扶抗数千オームの内線の発着信を可宙巨にする械能

私設緑,せ用線を用い,ほかの交換所と接跳する隙能

ノ⊃の裸軌こ2台の電話機を接続し′,おのおの別の番号

で個別に呼び出す機能

局線へ発信した[d数を内線ごとに登貸し,字ごと金配分を行

なう鰭能

局線への発信通話度数を距離別時間差法により内線ごと

に登節L,料金配分を行なう機能

局線をF勺線の群ごとに分割し,所践する群の局線だけを

一丁1動的に選択させる機能

不在になるとき招けんを操作することによ り着信呼をぎ′】

勅的にあらかじめ態められた内線に転送する機能

局線との宕†言通話中,向じ応訴機でほかの内線を呼び出

した･■),転送する機能

3けたのコード化さかた番弓せダイヤ′Lすることによ

l上1動的に局線加入者を呼び出す磯縫

局線市外通話のうち,一｢■前の地域は許容し,∫きかほ阻【卜

する機櫨

普通に送受器を上げJlは中継台に抜統され ボタンを押

しながら送受才芸を上げるとダト17′しで発†言方･こできる

撤能

i手工2
/ -′ 一才一

1
中継台から内線を呼んだとき内線が話中であj=ざ,あき

次第日動的に接続される健能

小継台で,市外通話の時間を1二‾】動的に度数計に記鼓させ

る擁能

扱者があらかじめ電けん拙作をしておくことにエー),通

話終r時に扱者を白動的に呼び=し,局線からの着信

呼を次々に転送させる撥能

llミ1 分散小雛台刀式の喝′缶･はプ左木健能である-
2 15＼18項+L巾継台方式の堀江に限る.

ORに記憶されていた発呼老EXTAの収容位置を受け入れ,フレー

ムFを通して発呼老EXTAと局線トランクの間を接続する｡接続

亡ぷrとともにマーカMは復旧する｡発信レジスタORは,発呼老の

サービスクラスが特甲の場合は接続完了とともに復旧するが,甲の

場合には続いて発呼名がダイヤルする局線へのパルスを監視し,市

外発信番号"0”の場合および"10”の2数字がダイヤルされた場

ナナは局線トランクを強制的に切断し,発呼老EXTAに話中音を送出

する〔､第1放て‾㌻が2～9の場合には発信レジスタORのみが復旧し

ノ‖)線への接続が許容される｡

7.4 局線着信呼に対する応答ヨ妾読

切線から着信があると,着信表示盤のブザーが鳴るとともに着信

ランプが点滅する｡応答する内線EXTAは送受器を上げ,発信音を

聞いたのち"8”をダイヤルする｡発信レジスタORはこの番号

"8”を計数苺毛冒するとただちにマーカMを起動し番号を転送する｡

マーカMほ番号"8”により応答であることを識別し,着信してい

る局線両方向トランクBWTを選択描そくするとともに,発信レジ

スタORに記憶されていた応答老EXTAの収容位置を受け入れ,フ

レームFを通して内線EXTAと局線トランクの間を接続する｡接

続完了とともにマーカMは復旧する｡

7.5 コールバック,トランスファ才妾続

内線EXTAが局線両方向トランクBWTを通L･て通話中,内線

EXTAが"2”をダイヤルすると局線トランクがこれを識別し,局

ー38-
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拉 むl勺 組 数

増 設 単 位

l勺練あ二･きこりの呼竜

小 継 台

局 線 数

(発†ご‾i専用を除く)

r-【1 継 台 数

内 線 線 路 条 件

甲 】勺 繰

乙 内 線

花 源 `石 目三

番 号 計 匝1

内 線 相 互

局 線 発 信

扱 者 呼 出

私設絶たど発信お

よび特殊番号
づ‾■【 ヒ フ､ グ ラ ス

特 甲

準 特 甲

甲

iうlミ 甲

乙

夜 間 転 送

無ひ も 目‾1継台式

80

20

5.7王iCSじt卜▲

卓+二形無ひも式

し宙ひも式も可鯉､

車L形無ひも式:211郎東以

有〇も式:特に制限なし

2台

分散小秋子J式

SO

20

5.7HCSlて1

1く棄:薪†

り吐こ答

(阜卜形無じ､司J小敵f†をfl川L

して小淋わ式に変ぢヱ叫‾掛

21i･･ほ駁11卜

小安

′t一て抵抗300fl以卜 し`五誌機を含む†

り-ウ机抗1.5Mエ)以卜

′L"-‾ノ択抗400n 以下〔｢電話粍を含とJl

リー-ケ爪杭75()l‖ユーl卜

一42､-56V

2数字

"0‥ 1数字 r"0”以外の1数字も‖†億†

‖9”1数字("9”以外の1数字も可能1

任意1数字またほ2数字(付加機掛

市内,市外の全域にダーヤ′しで発†L‾三‾可能

一椛の市外地域へのダイヤ′Lにエる発信禁Il二t什州改植

市l勺へのダイア′L発信は可能,J†i外は禁止ニ

々‾､一丁ヤ′Lによる局線発信ほ禁l卜,すべて放平群111

局線への接続は禁止,内繰相互通話のみ

夜間切換後は,乙内線,私設線,専用軌 ふう根へげ)々■r

′Lによる発信ほ禁tL,甲内線への人様続可能

線を快付するとともにコー′レミックトランクCBTを起動する｡-.コ

ー′レミックトランクCBTは局線トランクから捕そくされると,J‖)

覇 匡

特許第452913号(特公昭39-26585号)

組トランク維山でlノ+組EXTAへ発†.ニキ斉を送出する｡､内線EXTAが

EXTfiの芥ぢ-をダイヤルすれば,コー′レミックトランクCBTがこ

れを計数榊パL,て-カMを起動する｡マーカMは掛中州岩ミ

EXTBと二J一ノLバックトランクCBTの閃を接続Lて役什Ⅰし,コ

ーノL-/∴ノクトランクCBTから!勺線EXTBへ呼出信号が送出され

る｡.柳平茶カ■応黙すれば内線EXTAとEXTBの閃で通話ができる･こ

この状態でlノ咄EXTAがさF)に"2”をダイヤルすれは コー′レバ

ックトランクCBTほ子女l口し,内線EXTAはふたたび局線と接続さ

れる.- コールノミック地謡の状態でl勺線EXTAが送受貨芹を下せば,ニュ

ールバックトランクCBTがただちにマーカMを起動し,コーノLバ

ックトランクCBTlノっに記憶していた被呼老EXTBの収容位置によ

′1て,枇=平内線EXTBと保樹中の川東トランクの接続を行なうし1･

8.仕 様

DAXl形クロスノミ交換機のおもな仕様ほ表3に示すとこざゴりであ

る.-.

9.結 ロ

DAXl形クロスバl二l動交換機ほ,発売以来各方面より好評を博し

ている′.

11丘製作所はDAXl形の開発によF),すでi･こ販売中のAX2S形

およぴAX3S形とともに,20回線から4,800回線までをカバーする

クロスバ交換機のシ,ノーズ化を完成した｡中でもDAXl形ほ,他

の機椎にほない分散中継子子方式を採用している点に大きな特長があ

るしノ/㌢後は顧省各位のご指導を得て,この特長をさらに′l三かすよう

改良を加えてゆきたい

特 許 の 紹 介

桜 木 義 机りⅠ向 成 行･須 m 昭 悦

負荷時タ ッ プ切換装置を備えた三相変圧器

送電容量が増大するに伴い,電力用三相変圧許の酌器容量も増大

しこれを据付け,現地にまで簸ほ状態で輸送することほ車追および

寸法の点から制限される｡

そこで,三相変圧器を3個の単相単器に分割して構成し.こから

の各単相単器をそれぞれ据付け,現地に輸送したのちに現地におい

て一体の三相変圧器に組立構成することが行なわれている(+

ところで,このような方式の変圧器においても負何時タップ切換

を行なう場合には,各単器ごとに1台ずつの負荷時タッ7J切換装置

を備え,これらを電気的あるいは機械的に連動構成している｡しか

しながら,このような構成では,負荷昨夕ップ切換を行なうときiこ,

各相のタップ切換装置が時間的に同･一の操作を行なわず.このため

各相聞iこ横流を発生し好ましくない｡

/いこ

○

[

【ii.位単相

射1三器

[][]

低圧プッシング

11同

㊥㊥

図 1
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接続アニ古

珊Ifl榊与タ･･ノ7U+根裳i;′J

この先叩】ほ,各柏の附立単相変R三器に対して共通の三相負荷時タ

ップ切換装置を対ふ己して配置L,しかもこの三相負荷時タップ切換
装置と各単位単相変圧器間を接続筒によって接続し,これらの接続

筒と三相負荷昨タップ切換装置を通るリード線iこよi)各単位単相変

旺器を二相結線するようにLたものである｡

この発明によ九ほ,負荷昨夕ップ切換装置の操作機構が単一とな

り操作時に各相に対して時間遅かを発生せず,しかも負荷時グッフ

切換装置ほ三相1個として構成さjtるから経済的iこ有利であり,保

寸′-さ､く検するうえでも便利とたる｡ (須日り

底止7∵′ンング
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二紬fl市f時

タップ切換装;r7

ー39-

高圧巻線

低圧巻線

タップ選択器

切換開閉器
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